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抄 録

除草剤の混成生成物

PeticideInteractionCreatesHybridResidue.

RichardBartha.Scl'encc1661299(1969)

lつの放物に数種類の良薬が班われるが,その際こ

れらの出来やその分解生成物が複雑な,予期せぬ様式

で作用することがある.例えば除印剤 〃-(3,4-
dichlorophenyl)-propionamide(Propanil)といくつ

かの殺山剤はそれ臼体では稲に無EIu'･であるが氾合して

伏うとti7･が此 これは殺虫剤が除ぢi剤を分鬼平して鎌田

にすろ酢諺三を阻臼するためにひき起されることがすで

に報告されている.

著者は除草剤だけでもその分解生成物が互いに反応

し合い新たに混成した化合物を与えることを和ELBして

いる.

Propanili N-(3-chloro14-methylphenyt)-2-

methylpentanamide(Solan)は同じ敷物に班mする

ことを許可されている除fl11剤であろが,各々50mgを

新鮮な土壌 (Nixonsandyloam)(plI,6.0)100gに

氾ぜポリェチレンフイルムのふたをしたど-カーに入

れ 27oC,河鹿60,% の条件下.侮日空気を入れかえ
ち.PropanilとSolanから分解して柑られる 3,4-

dicl一loroanilineと3-chlor0-4-methylanilineも同

様に処理すa'.
1-3i即凋後土壌から抽出しガスクロマトグラフィ

を用いて定見分析したところ抽出の過程で一部分解す

るアニリンの場合を除いて各化合物が定員的に回収さ

れた.

Propanil,Solanをそれぞれ別々に処理した時に狩

られ る対称形のアゾベンゼン,3,3′-dichlor0-4,4㌧

dimethylazobenzene(DCDMAB) と 3,3',4,4'-

tetrachloroazobenzene(TCAB)以外に非対称形の

3,3㌧4-trichlor0-4'-methylazobenzene (TCMAB)

が得られた.このものの川辺は2次元Iib'Tnクロマトグ

ラフィを行ないTI出分析したところ.別に合成した
TCMABに杓1Jなどークを与えたこと,またガスクロ

マトグラフでの探持時間が一致していることから確認

されている.アニ])ンを処理したものではDCDMAB,

TCAB,TCMABの虫がほぼ一光であるのに対し,

Propanilと Solanを処理 した ものでは TCAB,

TCMAB,I)CDMABの頓に生成虫が少なくなってい

ち.これはPropanilがSolanより早 く分解するため

でこのことから非対称形の TCMAB は Solan と

Propanilを同時に,あるいは Solanを先に与えた時

にその生成虫が増しPropanilを先に与えた時にはほ

とんど生成しないと結諭される. (高 行植)

カツオプシムシの1種の性誘引物井

SexAttractantofFemaleDermestidBeetle

TrogodermaJhcl〟sumLe Conte.J.0.Rodin,
R.M.Silverstein.W.E.Burkholder,J.E.

Gorman.ScJ'C〃Ce165904(1969)

･1放物.ドライミルク,ナッツその他の貯蔵乾炊企Ilrlnを

食召するかノオブシムシの1抑Trogodermal'〝CLusum

LeConteの末文Fiiメス成山25万iT-Jiより性誘引物円を
111離し.fl巧拙決h'.介城を行なった.メス虫休をベン
ゼン巾で肪1机 仙川し.和られた抽山物 50gを0.01

mmHg.65●Cで必即し,冊LI物を和た.これをベン
t･'ンに桁解し.0.1N了百姓ソーダで洗lyiL,非酸性部

9gを柑た. これを S̀02枚体 カラムクロマトで分

離した.活性はエーテル溶出部 5gに認められた.描

性部はさらに GLC分取による精製を2回行なって化

合物 1(1mg/10万頭)杏.さらに一回繰返して化合物

ⅠⅠ(0.2mg/10万頭)を申離した.化合物ⅠおよびⅠⅠは

IR,NMR,質丑分析,オゾン分解生成物の GLC,班

光度,還元分鯛の男妃分析等の結果より (-)-141

methy1-cl'S-8-hexadecenl1-01(I),および (-)-

methy1-14-methyl-cl'S-8-hexadecenoate(ⅠⅠ) と打

的した.令成によって和られた化合物 Ⅰおよび ⅠⅠは

天文長物と全く同一のスペクトルを与え,Lt:理活性を有
している.5',:内での生物試験の結弧 合成化合物Ⅰは

0.001IJgで,ⅠⅠは0.01絹 で活性を示した.両化合物

の混合物は加成性を示したが,協力作用も減殺作用も

示さない.他の5種の Trogodeyma屈カツオプシム

シに対して,化合物 Ⅰ,ⅠⅠを各 1fLg用いて生物試験

したところ,未交尾メス抽出物を用いた場合と同様に

柾間誘引性が認められた.上記単離に成功した以夕日こ
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T.tllCLusu桝には2桂の未同定活性部が存在する.Lし

たがって,他の Trogoderma屑カツオプシムシの性

誘引物Ttには4化合物の数種の混合物または同族化合

物がTI:在すると考えられる. (桑原保正)

.,合成幼若ホルモン:tpSCOJlfuSZLSにおける性フ

ェE)毛ン生産の携導

SyntheticJuvenileHormone:Inductionof

SexPheromoneProductioninlpsconfusus.

･J.H.Borden,K.K.Nair,C.E.Slater.Science

166,1626(1969).

ボンデロ-サ松で飼育しているキクイムシ (Ips

confusus)オスを12-20匹ずつ3つのグループにわ

け,(i)10,ll-epoxyfarnesenicacid(EFA)の落花

生油浴紋で局所塗布する,(ii)落花生油のみを局所塗

布する, (iii)新前なボンデローサ松に食入させる.

これら3グル-プにおける性誘引物質の生成を一定時

間短にマルビギー氏でのついた後払をとりだして,ベ

ンゼン抽出し比較した.抽出物を用いて実験室でメス

のキクイムシに対する性誘引性を調べた.一巡の実験

のなかで.100/Lgの EFA を含む 1FLlのIm E生油浴

紋をIJl一昨金布したオスからとりだした2匹分相当の後

脳抽LIl物が奴も活性が-tSく,メスの反応率は81･2%で

あった.この脚まボンデローサ松に食入させたオスの

後脱の抽山物 (2匹分相当で67.3%)よりも高くなっ

ている.

一万,100FLgの EFA を独即したオスの後唄は,

18時間後に.26.6%のメスに反応をおこさせるがボン

デローサ松に食入させたオスの後払こは,すでに3時

間後に高いフェロモン活性があろ.従って,キクイム

シ科の性フェロモンは,松のテルペン化合物を前駆物

質として,後脳で生合成されるのであろう.

(高橋正三)

DDTの中間代謝物箕,2,2-bl'8(p-Chlorophenyl)

zLCetaldehydeの合成と反応 ◆

SynthesisandReactionsofaProposedDDT

Metabolite: 2,2-bJ'S(♪-Chlorophenyl)ace･

taldehyde.J.D.Mckinney,E.L.Boozer,H.P.

HopkinsandJ.E.Suggs.ExLIerihenLf'a25897

(1969).

従来DDTの中間代謝物質の一つとして考えられて

いる 2･2-his♪-chlorophenylacetaldehyde(Ⅰ)の

合成はすでに Riemschneiderらによって 2-(タ,〆 -

dichlorobenzhydrylト1,3-dioxolane(ⅠⅠⅠ)の酸加

水分解によって合成されたと考えられていたが.彼ら

の得た物質は 9,9'-dichloro･benzophenone(ⅠⅠ)で

あることが判明した.即ちRiemschneiderらの方班

を迫試した結果 (ⅠⅠⅠ)の酸加水分解物は GCで2ピ

ークを与え GC-MSでIalTdべた約兆 これらは (I)と

(lI)に対応する.(ll)は mp.145oでその PNPH:f5

堵体はmp.2130であった.一方 (Ⅰ)を敵性血統蚊ソ

ーダと付加化合物を作らせ細裂して得られる物Tiを

PNPH誘導体に導きmp.135-138pの結晶を柑た.こ

れらの化合物の梢造はIR,NMR,MSより確認され

(Ⅰ)はまた Darzen反応を用で合成したものと同一物

質であることを認めた.Riemschneiderらにより報

岱された物田の融点はそれぞれ147oと211°(PNPH誘

中体)であるので,(Ⅰ)がきわめて容易に脱ホルミル

化されて (ⅠⅠ)を与えることを考慮すると,彼らの報

LJL]lした物質は (ⅠⅠ)であると考えられる.Perryらは

DDTの代謝系F'68こおいてDDAから(ⅠⅠ)が生成し.

叉DDTの代謝物質としてDDOHを認めているが.

これらの代謝物Tiの前郎物Tiとして (I)をとりあげ.

(I)の脱ホルミル化により(ⅠⅠ)が,また鵬化および道

元によりDDAとDDOHが生成すると準えた方がよ

り合理的である.さらに (I)が末舶アミノ誠とSchiff

鮎益を形成して,試白田中にとりこまれ体伽こ潜il'1す
ることも考えられる. (上野民夫)
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